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１．平成 25 年度の活動状況について 

広報委員会は、四国本部会報「ＰＥしこく」の

定期発行と四国本部ホームページの運営を軸とし

て、四国本部技術士の研究・業績・貢献を広く社

会に広報することを基本方針としています。 
この方針を基に、平成 25 年度においては、次

の活動計画を掲げて広報活動に取り組んでいると

ころです。 
 
① 四国本部会報 VOL．6（7 月）発行 
② 四国本部会報 VOL．7（12 月）発行 
③ 四国本部ホームページの充実および的確な

運営を実施し、一般への広報も併せて行う 
④ 広報委員において内容を十分に査読するこ

とにより、非会員の投稿を可能とする 
⑤ 平成 24 年度技術士第二次試験合格者に本

部を経由し四国本部会報 VOL．6 配布 
⑥ 平成 25 年度技術士第一次試験合格者歓迎

会での四国本部会報 VOL．6 配布 
⑦ 平成 26 年度に開催する第 44 回日韓技術士

会議（四国・松山）の計画に協力する 
 

２．会報誌の発行について 

四国本部会報「ＰＥしこく」は、四国本部役員

の改正がない年度では前期の発行は 6 月ですが、

平成 25 年度は四国本部役員の改正年度に当たる

ため、四国本部会報 VOL．6 は 7 月発行となりま

した。今回の VOL．6 の募集から発行までのスケ

ジュールは次の通りでした。 
① 投稿のご案内 ⇒ 2 月 12 日 
② 投稿申込締め切り ⇒ 3 月 29 日 
③ 論文原稿締め切り ⇒ 4 月 26 日 
④ 原稿最終校正 ⇒ 6 月下旬 
⑤ 会報発行 ⇒ 7 月中旬 

 
なお、会報は年 2 回発行しており、VOL．7 の

スケジュールは次のようになっていますので、会

員の方は言うに及ばず非会員の方も投稿をお願い

致します。 
① 投稿のご案内 ⇒ 8 月初旬 
② 投稿申込締め切り ⇒ 9 月下旬 
③ 論文原稿締め切り ⇒ 10 月下旬 
④ 会報発行 ⇒ 12 月初旬 
 
平成 25 年度は会報の編集内容分析と内容の改

良を重点事項に掲げ、次の２項目を実施するよう

にしております。 
 
① 内容を分析し、編集方針の改善を行う 
② 一般社会への広報を探る 
 
広報委員会では、現在連載しております「イン

タビュー記事 四国発技術誌紹介」のような新企

画や特集などをこれからも検討していきたいと考

えております。 
四国本部会報「ＰＥしこく」は、皆様の投稿よ

り成り立っています。良い企画やアイデアがあり

ましたらどんどんご提案して頂き、さらなる会報

内容の改良・充実を図っていきますので、宜しく

お願い致します。 
 
３．四国本部ホームぺージの運営について 

四国本部ホームページの運営は、四国本部会報

「ＰＥしこく」と併せて、四国本部技術士の研究・

業績・貢献を広く社会に広報するための大きな軸

となっています。 
会員のみならず、一般の方が四国本部ホームペ

ージにアクセスして頂くことが、技術士の知名度

向上に繋がっていくものと思われます。是非とも
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四国本部ホームページ「http://ipej-shikoku.org/」
に、今すぐアクセスしてみて下さい。 
上画面が、ホームページのエントランスです。

最上部のグローバルナビには、「ホーム」の他「四

国本部の活動」「お知らせ」「お問い合わせ」など

があります。「四国本部の活動」をクリックすると、

ビジョン、四国本部の組織、各委員会の活動方針

及び四国本部の活動報告が閲覧できます。例えば、

「広報委員会」をクリックしますと、右図のよう

な活動方針が表示されます。 
サイドメニューには、「お知らせ」「サブコンテ

ンツ」「ギャラリー」「各県技術士会（リンク）」「ロ

グイン」があり、会員サービス向上の一環として、

役員会議事録や四国本部が公開している資料等を

ダウンロード出来るようになっています。ただし、

会員用ファイルのダウンロードにはログイン（ユ

ーザ ID およびパスワードの登録）が必要となっ

ていますのでご留意下さい。 

 
 
４．今後に向けて 

広報委員会では、技術士の知名度の向上、コミ

ュニケーションおよび研鑽の場の提供、情報発信

のシステム創りを活動方針とし、他の委員会とも

連携しながら広報活動を行ってまいります。皆様

には一層のご理解を頂き、今後ともご支援・ご協

力のほどお願い致します。 


